
和歌山医大和歌山医大和歌山医大和歌山医大におけるにおけるにおけるにおける取取取取りりりり組組組組みみみみ

和歌山県立医科大学小児科和歌山県立医科大学小児科和歌山県立医科大学小児科和歌山県立医科大学小児科　　　　島友子島友子島友子島友子、、、、吉川徳茂吉川徳茂吉川徳茂吉川徳茂
　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麻酔科麻酔科麻酔科麻酔科　　　　畑埜義雄畑埜義雄畑埜義雄畑埜義雄



和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学でのでのでのでの取取取取りりりり組組組組みみみみ
がががが始始始始まったきっかけはまったきっかけはまったきっかけはまったきっかけは？？？？

　　　　平成平成平成平成19年度文部科学省年度文部科学省年度文部科学省年度文部科学省「「「「地域医療等社会地域医療等社会地域医療等社会地域医療等社会
的的的的ニーズニーズニーズニーズにににに対応対応対応対応したしたしたした質質質質のののの高高高高いいいい医療人養成医療人養成医療人養成医療人養成
推進推進推進推進プログラムプログラムプログラムプログラム」」」」女性医師女性医師女性医師女性医師・・・・看護師看護師看護師看護師のののの臨臨臨臨
床現場定着及床現場定着及床現場定着及床現場定着及びびびび復帰支援復帰支援復帰支援復帰支援にににに採択採択採択採択されたされたされたされた。。。。



取取取取りりりり組組組組みがみがみがみが始始始始まるまるまるまる前前前前にににに

平成平成平成平成18年度年度年度年度にににに｢｢｢｢和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学におけるにおけるにおけるにおける

女性医師女性医師女性医師女性医師のののの現状現状現状現状とととと今後今後今後今後のののの課題課題課題課題｣｣｣｣とととと題題題題したしたしたした学内学内学内学内
アンケートアンケートアンケートアンケートをををを実施実施実施実施。。。。



和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学和歌山県立医科大学のののの現状現状現状現状

1)　　　　教職員教職員教職員教職員195名中名中名中名中、、、、助教以上助教以上助教以上助教以上のののの女性女性女性女性はははは10％％％％

2)　　　　大学大学大学大学でででで働働働働くくくく女性医師女性医師女性医師女性医師のののの69名中名中名中名中約約約約63％％％％にににに当当当当たるたるたるたる
　　　　　　　　43名名名名がががが挙児希望挙児希望挙児希望挙児希望

3)　　　　全全全全てのてのてのての女性医師女性医師女性医師女性医師がががが仕事仕事仕事仕事のののの継続継続継続継続をををを希望希望希望希望



女性医師女性医師女性医師女性医師がががが子育子育子育子育てとてとてとてと勤務勤務勤務勤務をををを
共存共存共存共存させるさせるさせるさせる条件条件条件条件

1)　　　　上司上司上司上司、、、、職場職場職場職場、、、、夫夫夫夫のののの理解理解理解理解
2)　　　　保育所保育所保育所保育所、、、、病児保育等病児保育等病児保育等病児保育等ののののインフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備

3)　　　　産休産休産休産休、、、、育休中育休中育休中育休中のののの知識知識知識知識、、、、技術技術技術技術のののの補充補充補充補充

4)　　　　職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰のへののへののへののへのモチベーションモチベーションモチベーションモチベーション

5)　　　　復帰後復帰後復帰後復帰後のののの勤務体制勤務体制勤務体制勤務体制



女性医師女性医師女性医師女性医師がががが子育子育子育子育てとてとてとてと勤務勤務勤務勤務をををを
共存共存共存共存させるさせるさせるさせる条件条件条件条件

1)　　　　上司上司上司上司、、、、職場職場職場職場、、、、夫夫夫夫のののの理解理解理解理解
2)　　　　保育所保育所保育所保育所、、、、病児保育等病児保育等病児保育等病児保育等ののののインフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備

3)　　　　産休産休産休産休、、、、育休中育休中育休中育休中のののの知識知識知識知識、、、、技術技術技術技術のののの補充補充補充補充

4)　　　　職場復帰職場復帰職場復帰職場復帰のへののへののへののへのモチベーションモチベーションモチベーションモチベーション

5)　　　　復帰後復帰後復帰後復帰後のののの勤務体制勤務体制勤務体制勤務体制

FD教育教育教育教育、、、、学生教育学生教育学生教育学生教育(ワークショップワークショップワークショップワークショップ)
　　　　　　　　保育所保育所保育所保育所、、、、病児保育室病児保育室病児保育室病児保育室のののの整備整備整備整備

eラーニングラーニングラーニングラーニング 　　　　

コーチングコーチングコーチングコーチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ワークシェアリングワークシェアリングワークシェアリングワークシェアリングのののの推進推進推進推進





和歌山県立医大付属保育所和歌山県立医大付属保育所和歌山県立医大付属保育所和歌山県立医大付属保育所

平成平成平成平成12年年年年4月開所月開所月開所月開所　　　　平成平成平成平成19年定数年定数年定数年定数50名名名名⇒⇒⇒⇒80名名名名にににに
医師医師医師医師のののの子供子供子供子供のののの入所入所入所入所がががが可能可能可能可能にににに、、、、現在大学院生現在大学院生現在大学院生現在大学院生のののの子供子供子供子供のののの入所入所入所入所もももも検討中検討中検討中検討中



病児保育室病児保育室病児保育室病児保育室のののの増築増築増築増築（（（（平成平成平成平成20年年年年7月月月月））））



ハードハードハードハード面面面面のののの充実充実充実充実はははは得得得得られてきたがられてきたがられてきたがられてきたが
ソフトソフトソフトソフト面面面面でのでのでのでの充実充実充実充実がががが今後今後今後今後のののの問題問題問題問題



１１１１））））各科各科各科各科のののの壁壁壁壁はなかなかはなかなかはなかなかはなかなか厚厚厚厚くくくく、、、、科科科科によってによってによってによって
のののの理解度理解度理解度理解度のののの差差差差をををを感感感感じますじますじますじます。（。（。（。（できればできればできればできれば共共共共
通通通通のののの認識認識認識認識のののの下下下下でででで産休産休産休産休、、、、育休育休育休育休のののの期間期間期間期間がががが取取取取れれれれ
ればとればとればとればと思思思思うのですがうのですがうのですがうのですが….。。。。科科科科のののの事情事情事情事情もももも違違違違うううう
のがのがのがのが実情実情実情実情ですですですです。）。）。）。）

２２２２））））理解理解理解理解のののの進進進進んだんだんだんだ科科科科ではではではでは明示明示明示明示しているしているしているしている科科科科もももも
ありますありますありますあります産前産後産前産後産前産後産前産後のののの休暇休暇休暇休暇とととと復帰復帰復帰復帰ののののタイミングタイミングタイミングタイミング

復帰復帰復帰復帰スタイルスタイルスタイルスタイル（（（（4コースコースコースコース)
時短就業時短就業時短就業時短就業
復帰可能復帰可能復帰可能復帰可能なななな職場職場職場職場とととと収入収入収入収入ののののバランスバランスバランスバランス
取得資格取得資格取得資格取得資格とそのとそのとそのとその継続継続継続継続
子子子子どものどものどものどもの急病急病急病急病やややや学校行事学校行事学校行事学校行事にににに伴伴伴伴うううう休暇休暇休暇休暇



周囲周囲周囲周囲はははは賛否両論賛否両論賛否両論賛否両論でででで、「、「、「、「男男男男のくせにのくせにのくせにのくせに育児休暇育児休暇育児休暇育児休暇をとるのかをとるのかをとるのかをとるのか」」」」とととと
いういういういう声声声声もありましたがもありましたがもありましたがもありましたが、「、「、「、「革新的革新的革新的革新的なことだなことだなことだなことだ」」」」というというというという評価評価評価評価のののの
声声声声もありましたもありましたもありましたもありました。。。。自身自身自身自身としてはとしてはとしてはとしては、、、、休暇休暇休暇休暇をとってをとってをとってをとって育児育児育児育児をしてをしてをしてをして
よかったとよかったとよかったとよかったと思思思思っていますっていますっていますっています。。。。育児育児育児育児をしたことでをしたことでをしたことでをしたことで家族家族家族家族のののの大切大切大切大切ささささ
をををを感感感感じることができましたじることができましたじることができましたじることができました。。。。家族家族家族家族のためにのためにのためにのために仕事仕事仕事仕事をしてをしてをしてをして、、、、家家家家
族族族族のおかげでのおかげでのおかげでのおかげで仕事仕事仕事仕事をすることができているをすることができているをすることができているをすることができているとととと考考考考えていますえていますえていますえています。。。。

３３３３））））育児休暇育児休暇育児休暇育児休暇をををを取得取得取得取得したしたしたした男性医師男性医師男性医師男性医師

仕事仕事仕事仕事にににに対対対対するとするとするとすると同様同様同様同様にににに、、、、育児育児育児育児にもにもにもにも家事家事家事家事にもにもにもにも高高高高いいいいモチベーションモチベーションモチベーションモチベーションをををを
持持持持つつつつ夫婦夫婦夫婦夫婦がががが生生生生まれるためにはまれるためにはまれるためにはまれるためには、、、、 「「「「育児育児育児育児････家事家事家事家事とととと仕事仕事仕事仕事ををををバトンタッチバトンタッチバトンタッチバトンタッチ

してよかったしてよかったしてよかったしてよかった点点点点」」」」でおでおでおでお話話話話ししたようにししたようにししたようにししたように早早早早いいいい時期時期時期時期からからからから男女男女男女男女がががが協力協力協力協力しししし合合合合っっっっ
てててて生活生活生活生活するするするするスタイルスタイルスタイルスタイルをををを知知知知るるるることがことがことがことが必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思いますいますいますいます。。。。そしてそしてそしてそして、、、、自分自分自分自分
たちでたちでたちでたちで家庭家庭家庭家庭をををを維持維持維持維持しししし、、、、仕事仕事仕事仕事もしていきたいというもしていきたいというもしていきたいというもしていきたいという強強強強いいいい意欲意欲意欲意欲をををを持持持持ったったったった
夫婦夫婦夫婦夫婦があればがあればがあればがあれば、、、、周囲周囲周囲周囲にはどうかにはどうかにはどうかにはどうか温温温温かいかいかいかい目目目目でででで見守見守見守見守ってってってってほしいとほしいとほしいとほしいと思思思思いいいい
ますますますます。。。。



最後に

女性医師も医師は責任のある職業だという認識

は必要です。

その上でこのような取り組みが勤務環境に変化

をもたらし、全ての医師の働き方を変え、医師

不足解消だけでなく、医療の質の改善につなが

ることを願います。


